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旨　主　に　び　並　略　概　容　内　施　実oN
17 特別活動②  令和４年１０月 　　大阪工場の地域社会への貢献として、「小学５年生を対象とした

   理科教室 ～令和５年９月 体験型理科教室」の運営も１１年を経過し人気の教室となりました。
  今回は、コロナ禍の影響で安全・安心をはかるため講義内容等見直
しを行い最小限の受入とした。　(延受入人数:約8,200名)
【受入状況】

 年  度

18 コマツ大阪工場  ①導入決定:R4/3   主旨:①”会員相互の親睦を深めること”に対して、更なる活性化を目指
ＯＢ会  ②ソフト開発開始:　　　　　　　　　　　　　すことを ”強力にサポート出来るツール”として導入する。
  ホームページの R4/６～  ②OB会員へのタイムリーな情報開示、OB会員とのスピーディな
  導入  ③掲載資料の作成:　　　　　　　　　　　　情報交換による活動の活性化等。

R4/8～
 ④ＨＰ閲覧開始: 　　　　　　　 主な閲覧内容:

R4/10～ ①歴史の変遷と役員紹介  ②活動計画・実績  ③行事・計画  
④クラブ活動  ⑤会員便り  ⑥会員の動向等の情報 等。

19 コマツの  ゆうゆう会館独自の   ①光回線の導入とWi-fi環境の整備
コンプライアンス イントラネット構築 　②PCの更新とHDDによる電子データのバックアップ

対応 E-mail:komatsu.yuuyuukai@gmail.com　の設定
20 コマツ大阪工場 　　　　 主旨:会員が共通して持ち続けているコマツ対する愛着心による、

　主催行事への 　　　　　　　皆でコマツを応援する活動を展開したい。
　積極的参加 1 大阪工場70周年記念  ①参加者は構内勤務従業員とその家族、参加人員は約550名
　することで 行事「桜を見る会」への ・大阪工場長・大阪支部ユニオン委員長・ＯＢ会会長挨拶に続き

）伴同も長会副両会BO(。催開で声発の杯乾るよに長会会ＢO　加参のと層階各  
  交流の輪を 開催日:3月25日(土) 参考:今後の周年事業時等には可能な限りOB会の招待要望した。
  もつことで 会場:大阪工場内
  相互支援の 2 建機第五工場解体式典  ①OB会出席者: 会長・副会長・顧問・建機第五工場勤務者10名
  展開を図る への参加  ②工場建屋解体と再編案:

開催日:12月28日(木)  建機第五工場➽建機第四工場➽建機第三工場の順で予定
 尚、第五工場建屋跡地は板金工場として建設予定｡

3 大阪工場トップと  ①出席者:工場長・総務部長・庶務課長・OB会役員　21名
　OB会役員による  ②懇談会内容:双方の現状についてフランクに懇談した。
　　懇談会開催
開催日:5月17日(水)

4 大阪工場五会との  ①交流会開催の周期:五会の役員改選後最低年１～２回開催
定期交流会の開催 ②交流会開催テ－マ :双方事前に連絡
(風雪会・課長会  ③今回の弊会からのお願いとご協力テ－マ:
     センタ長会・工師会 弊会の会員減少をどう歯止めするか。

この要因は「高齢化による自然減」「定年退職者の減少」
開催日:検討中 「入会率の減少（現在70才代85％）（60才後半代45％）

（60才前半代5％）」
この様な状況化、ＯＢ会の会員減少の抑制を図り、かつ新しい
風を吹き込み活気ある会を次世代へと継承するには、どうすれば
良いか五会の皆様のお力添えとご相談させていただきたい。

定年退職者の コマツグル－プ  ①作成の趣旨と扱いについて
  OB会入会    OB/OG会 連絡先 OB会入会の促進を進めるための道具の一つとする。
  促進活動    ･所在地一覧表の作成 作成に至った経緯は、大阪工場ＯＢ会と大阪工場総務課長との

懇談時全事業所人事課長会議に提案し全社的に支援いただくことの
　メンテナス担当:　　　　　　　　　　　 協力の内諾を得た。活用方法については、

大阪工場ＯＢ会事務局 ・退職される方々が、出身事業所(退職後の居住地)のOB会を知り、
  積極的に入会して頂ける一助としたい。
・変更があった時は都度弊会に連絡いただき大阪工場総務課長経由
　で各事業所人事課長に連絡。
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令和５年度　会計報告書
（期間:令和４年１０月１日～令和５年９月３０日）

「収入の部」 ｢単位 円｣
№ 費　　目 R4年度実績 R5年度予算 R5年度実績
1 前年度繰越金 3,611,584 4,368,582 4,368,582
2 会員年会費 1,830,500 1,750,000 1,754,500

現金納入 392,500 387,500 437,500
振込納入 1,430,000 1,362,500 1,305,000

新会員入会金 8,000 0 12,000
3 ,4000,010,4金付寄 010,000 4,055,000

コマツ大阪工場 3,260,000 3,260,000 3,260,000
ユニオン大阪 700,000 700,000 700,000

大阪工場内団体 50,000 50,000 95,000
279,582000,041714,141入収雑4

5 労金積立金より組入れ 480,000 290,000 290,000
10,073,501 10,558,582 10,754,054

「支出の部」 ｢単位 円｣
№ 費　　　目 R4年度実績 R5年度予算 R5年度実績

937,32000,000,1613,92費会総期定1 コロナ禍で総会中止
2 会報発行費 1,548,525 1,550,000 1,616,493
3 472,141000,431787,76費信通

携帯電話使用料 26,971 30,000 23,526
固定電話使用料 33,556 70,000 76,511
会費納入通知料 7,260 10,000 9,460
HP･ネット使用料 0 24,000 31,777 光ケーブル工事費含む

473,356000,0070費設開PH会BO4
5 旅費・交通費 572,693 660,000 647,150

511,637000,007242,866費弔慶6
7 クラブ活動費 399,813 800,000 608,537
8 会員名簿発行費/積立 100,000 700,000 615,780
9 周年記念行事費/積立 250,000 250,000 250,000

10 物故者法要費/積立 490,618 120,000 120,000
11 旅行補助費 444,175 500,000 424,906

266,996000,002036,155費雑21
13 OB会館使用費 582,120 600,000 549,560

5,704,919 7,914,000 7,086,590
　次期繰越額 4,368,582 2,644,582 3,667,464

10,073,501 10,558,582 10,754,054
「令和5年度繰越金 内訳」 ｢単位 円｣

現金 169,386
会計 95,140

事務局 74,246
郵貯通常預金 956,353 合計
郵便振込当座残高 119,018 3,667,464
労金普通預金 2,400,949
労金振込残額 21,758

「令和5年度積立金 内訳」 ｢単位 円｣
費　　目 会員名簿積立 周年記念積立 物故者法要積立 合     計

前期繰越金 294,195 1,551,414 1,168 1,846,777
000,021000,0520金 立 積 期 当 370,000

6060息        利
合       計 294,195 1,801,420 121,168 2,216,783

支 一般会計へ組入金 290,000 0 0
出

4,195 1,801,420 121,168 1,926,783

令和5年9月11日
会計担当　 吉田　哲幸

  令和５年度会計監査 報告 Noriyuki　Yoshida

   令和5年度会計の監査を実施した結果、 令和5年9月11日
会計簿・領収書・預金通帳等は適正に処理 会計監査　　　 荒尾　正義
されていることを認めます。 Masayoshi　Arao

会計監査　　　 和田　重信
Shigenobu　Wada
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